






様式第１号（第６条、第10条関係）

第１　事業実施方針（実施結果）

第２　事業の内容

細事業毎に別紙１～２のとおり

第３　事業費の内訳

その他
（　　　　　　　）

事業実施主体

円 円 円

第４　収支予算（又は決算）

　１　収入の部

本年度予算額 前年度予算額

（本年度決算額） （本年度予算額） 増 減
円 円 円 円

円 円 円 円

　２　支出の部

本年度予算額 前年度予算額

（本年度決算額） （本年度予算額） 増 減
円 円 円 円

円 円 円 円

第５　事業完了予定（又は完了）年月日

        年　　　月　　　日

第６　県内事業者への発注（工事請負費、委託費に限る。）が困難である場合の理由

第８　他の補助金の活用の有無　（　有　・　無　）

いずれかに○を付け、「有」の場合は以下の欄に記入してください。

第９　消費税の取り扱い（一般課税事業者 ・ 簡易課税事業者 ・ 免税事業者）

※いずれか該当するものに〇をしてください。

第７　園芸施設共済等への加入状況（加入済・今後加入予定（　年　月）・対象施設を導入しない）

　※ビニールハウス等の園芸施設共済の加入対象となる施設を導入する場合は、施設の利用開始までに園芸施設共済等
　　へ加入すること。

市　費

円

備　考

負　　担　　区　　分

注）当該年度に他事業を活用する場合に記載すること。

備　考

　 市町村費

事 業 費対　象　細　事　業

合　　　　　　計

比　　　　較
区　　　分

区　　　分
比　　　　較

　 事業実施主体

合　    　　計

備　考

合　    　　計

　 　　　年度　鳥取市戦略的園芸品目（イチゴ「とっておき」）総合対策事業計画及び収支予算（事業実績及び収支決算）書

　 その他（　　　　　　　　　　）

事　　業　　名

事　業　内　容

補助事業所管部署名

連　　絡　　先



別紙１－１　物づくり（生産・技術向上支援事業）

 事業実施主体名

１　栽培面積(a)

計画 実績

イチゴ栽培面積

うち「とっておき」栽培面積

※現状は前年度実績を記載

２　事業の内容（実績）

項目 導入面積 数量 単価 金額 備考

a 円 円

合　　計 円

　　　添付資料（申請時） ・生産組織の場合は規約および構成員一覧

・事業費の積算根拠がわかる資料（見積り、カタログ等）

　　　　　　（実績報告時・事業費が確認できる資料（見積書、請求書、領収書等）

事　　業　　の　　内　　容

（１）項目には、事業により予定している単収向上、品質向上に要する機械や資材等を記載すること。
（２）導入面積には、本事業により機械、資材を導入する面積を記載すること。

現状（　　　年度）
事業実施年（　　年度）



別紙１-２ 物づくり（販売促進・消費拡大支援事業）

 事業実施主体名

１　計画の概要

２　事業の効果（計画時は期待される事業の効果）

３　栽培面積(a)

計画 実績

イチゴ栽培面積

うち「とっておき」栽培面積

４　事業の内容（実績）

区分

５　事業費積算

区分 予算額

合計

添付資料（申請時）

　　　　　（実績報告時） ・実施状況の写真（実績報告時）

・その他申請事業の参考となる資料（内容のわかるもの）

・事業費が確認できる資料（請求書、領収書等）

（１）区分にはＰＲ資材作成、商談会出展等事業内容を記載すること。

※現状の課題、事業の必要性等

・生産組織の場合：規約および構成員一覧

現状（　　　年度）
事業実施年（　　年度）

※現状は前年度実績を記載
※ＰＲ支援事業は記載を省略することができる

事　　業　　の　　内　　容

内容

※実施期間、実施場所、実施内容、参加人数等具体的にわかるように記載すること。

積算内容

（１）区分にはＰＲ資材作成、商談会出展等事業内容を記載すること。

（２）上記の内容が記載されていれば、積算内容は別様でもかまいません。



別紙２　環境づくり（産地規模拡大支援)

事業実施主体名

１　栽培面積(a)

計画 実績

イチゴ栽培面積

うち「とっておき」栽培面積

※現状は前年度実績を記載

２　事業の内容（実績）

（１）イチゴ用大型低コストハウスの開発と推進実証

項目 導入面積 事業費

a 円
・ハウス（〇ｍ×〇ｍ）
・高設ベンチ一式
　　　　　（〇ｍ×〇本）

合　　計

（２）種苗供給体制の構築に係る育苗環境の整備

項目 導入面積 事業費

a 円
・ハウス（〇ｍ×〇ｍ）
・育苗用ベンチ一式
　　　　　（〇ｍ×〇本）

合　　計

事　　業　　の　　内　　容

※事業を行うに当たって、自己資金の全部又は一部を、国又は県が行っている制度融資から融資を
受けるために補助対象物件を担保に供することとしている場合、備考欄に「融資該当有」と記載の上、
別紙様式に融資の内容を記載して添付すること。

　　　添付資料（申請時）　・実施設計書
　　　　　　　　　　　　　　　　・位置図
　　　　　　　　　　　　　　　　・現況写真
                                    ･概算見積書の写し

　　　　　　（実績報告時）　･見積書
                              　　 ･出来高設計書
                                　 ･位置図（変更があった場合）
                                   ・完成写真
　　　　　　　　　　　　　  　  ・事業費が確認できる資料（請求書、売買契約書の写し等）
　　　　　　　　　　　　　　　 ・ビニールハウス等の園芸施設共済の加入対象となる施設を導入する場合
                                    は、園芸施設共済等の加入証書又は加入申込書等の写し
                                    ※交付申請時に添付する場合は、実績報告時は省略可とする

現状（　　　年度）
事業実施年（　　年度）

備考

備考



別記

金融機関名
融資名

（制度・その他）
融資を受けよう
とする金額

償還年数 その他

間接補助金の交付を受けて整備する物件を担保に供し、
金融機関から融資を受ける場合の融資の内容

種目・項目





様式第２号(第10条関係) 

番   号 

年 月 日 
              様 
 

職  氏  名    印   

 

     年度戦略的園芸品目（イチゴ「とっておき」）総合対策事業仕入 

控除税額確定報告書 

 

 

  年  月  日付 第  号により交付決定の通知のあった鳥取市戦略的園芸品

目（イチゴ「とっておき」）総合対策事業費補助金について、戦略的園芸品目（イチゴ

「とっておき」）総合対策事業費補助金交付要綱第10条第４項の規定に基づき、下記のと

おり報告します。 

 

記 

 

１ 規則第18条の補助金の額の確定額                     金       円 

 （   年 月 日付第 号による額の確定通知額） 

 

２ 補助金の確定時に減額した仕入れに係る消費税等相当額    金       円 

 

３ 消費税及び地方消費税の申告により確定した仕入れに係る  金       円 

  消費税相当額 

 

４ 補助金返還相当額（３－２）                            金       円 

 

 

 

 

（注）事業実施主体別の内訳資料、その他参考となる資料を添付すること。 


